
株式会社巴川コーポレーション（本社：東京都中央区、代表取締役社長：井上雄介）のグループ会社、三和紙工株式会社
（本社：東京都中央区、代表取締役社長：元吉紳一）は、2026年7月に発生した熊本地震により断水被害を受けた
熊本県八代市において、飲料水用簡易水槽「フジコン」を活用した支援活動を実施しました。
今回の支援は、八代市水道局からの要請を受けて実施したものです。
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TOMOEGAWAグループ

熊本地震被災地を「フジコン」で支援

地震発生後、八代市では約2万5千戸が断水し、三和紙工の社員が現地を訪問した8月時点でも約2万3千戸
で断水が続いていました。そのような中、給水車による給水が行われている一方で、水を貯水するための設
備が不足し、特に福祉施設において生活に必要な水の確保が課題となっていました。

三和紙工は2026年8月8日から10日にかけて社員4名を現地へ派遣し、飲料水用簡易水槽「フジコン」20
袋および関連資材を搬送しました。現地では八代市水道局および関係部署と連携しながら、福祉施設7か所
および防災倉庫への設置作業を行い、断水下における飲用を含む生活用水の確保を支援しました。

今回の活動を通じて、災害時の給水活動では、給水車による水の供給だけでなく、安全な受水・貯水機能も重
要な役割を果たすことを改めて認識しました。
今後もTOMOEGAWAグループは、自治体や関係機関との連携を通じて、防災・減災への備えに役立つ取り
組みを推進するとともに、地域社会への貢献に努めてまいります。


